
 

【町長】 

通告順 ５ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
「樹液づくりの町構想」の推進 

質問 

内容 

 

私は、本年２月～４月、沼田町のご理解を頂き、田島公園において、イタ

ヤカエデの樹液採取調査研究を行った。メープルマイスター加藤京子氏、森

遊びサポーター大竹将太氏の指導の下、採取した樹液からメープルシロップ

作成を通しその魅力に取りつかれた。 

大地の恵みがたっぷり詰まったメープルシロップには、カルシウムやマグ

ネシウム、亜鉛、カリウムなど日本人に不足しがちなミネラルをバランスよ

く含んでおり、さらにビタミン、アミノ酸、タンパク質、有機質も含まれて

おり、はちみつなど他の甘味料に比べると栄養価が高い上に、低糖質なので

低カロリーなのも特徴の一つだ。また、メープルシロップは煮詰める過程で

殺菌され、着色料や添加物も含んでいないため乳幼児に与えても安心だ。６

７種類ものポリフェノールも含まれ抗酸化作用が強く、活性酸素を取り除く

働きがあり、しみやそばかすなど紫外線による活性酸素を取り除く美肌効果

や、血流を良くするなどの効果が期待できる。【出典：甘いモノ好きにおス

スメ！メープルシロップのアンチエイジング効果♪ | メガロスブログ－カ

ラダに効くトピックス－ (megalos.co.jp)】 

本町の大きな資源であると考える。しかし、カナダ産に比べ、国内産（大

沼、占冠など）は、高額という欠点がある。 

そこで自然学校や民間とコラボした「樹液づくりの町構想（私案）」を以

下に提案する。町長の前向きな回答を聞きたい。 

１ 量産のための必須条件、カエデの森計画の推進 

・樹液採取のための太さ２０ｃｍ以上のカエデの木になるには３０～４０

年かかるが、躊躇せず、今取り掛かることで未来が拓ける。 

・少なくとも２００本のカエデの森の傾斜地が理想であり、国内にはない

チューブシステムにより効率的な樹液採取が可能となり、数年で採算が取

れる可能性あり。（加藤氏） 

・将来的にはメープルボイラー等の設備投資が必要。(大沼流山牧場数百万

円) 

・道内では、大沼、占冠がカエデ樹液に、美深がシラカバ樹液の先行例か

ら学べる。 

２ その他の採取で時を稼ぐ（案） 

・町内外に公募するカエデの木のオーナー制度の展開。（体験または樹液通

信販売） 

・期間限定で、「樹液と雪中米のセット」の現地販売で人を呼び込む。 

・ほろしんの森を活かす「メープル体験＆冬のイベントツアー」の展開 

・冬の田島公園祭り「メープル体験＆冬のイベントツアー」の第二会場の

位置づけ。 

https://www.megalos.co.jp/blog/archives/1932
https://www.megalos.co.jp/blog/archives/1932
https://www.megalos.co.jp/blog/archives/1932


資料 1 沼田産メープルシロップ（原材料:田島公園イタヤカエデ） 
 

 

 
 



資料 2 樹液採取 2月末～4月初め   5％以下まで数時間の煮詰め作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 3 チューブシステム導入（日本国内にはない）による効率化で低コストが期待 

            ケベックメープルシロップ生産者協会 HP 画像:カナダ 



 

 

【町長】 

 

 

通告順 ６ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
安倍元首相国葬時における半旗掲揚の理由は何か 

質問 

内容 

 

前回定例会において安倍元首相の国葬に際し、半旗掲揚など弔意を示す

行為を行うのかについて質問をした。その際は、国からの指示がない段階

であり周辺の状況を見て判断するとの回答だった。その回答を半旗掲揚な

どが大勢派であれば沼田町もそれに従うという意味であると解釈したが、

実際には実施した自治体が少数であったにも関わらず沼田町は半旗掲揚

を行った。情報収集はどのように行ったのか、それを判断材料としたのか。 

報道によると個人的には反対だが町として実施の判断をしたという自

治体もあったとされる。横山町長自身は安倍元首相の国葬を行うことにつ

いてどのように考えたのか。 

沼田町も「町」として判断したということだが、国が行うことに町は従

わなければならないとする根拠があるのか。明らかに反対の意思を持つ町

民もいる中で、町長は実施する判断に至った経過を町の構成員である町民

に対して説明する必要があると考えるがどうか。 



 

 

【町長】  

 

通告順 ７ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
留萌本線廃止後に移動の自由は確保されるのか 

質問 

内容 

 

 ＪＲ留萌本線の問題は、存続に向けての活動から一転、廃止後の取組へ

とシフトしてしまった。１１月１１日に留萌市において鉄道事業の廃止届

け出に係る意見聴取の会が開かれた。これは国交省の出先機関である北海

道運輸局に対して意見を述べる機会であり、利害関係人として北の鉄路存

続を求める会の代表が、交通は基本的人権であり赤字だからといって鉄道

の廃止を決めるのはあまりに乱暴であるという意見を述べたと聞く。その

際沼田町の鉄道ルネサンス構想にも触れ、沿線自治体の声に耳を貸さない

道やＪＲの姿勢を批判している。その声を聞いて町長はどのように感じた

のか。 

 この１２月より空知中央バスが沼田線も含めて各路線において運行の

減便を始めた。その理由が運転手の確保困難と言うことであり、心配して

いた事態がさっそく起こった状況と言える。鉄道廃止後のバス転換には、

先行している地域でも交通費の上昇問題や路線の減便が起きており、バス

転換と言うだけでは決してうまくいかないことを示している。深川方面の

廃止までにはまだ３年の猶予がある。鉄道廃止バス転換だけを選択肢とせ

ず、鉄路の存続に粘り強く取り組むことも含め、あらゆる可能性を検討し

て町民の移動の自由を確保すべきではないかと考えるがどうか。 

 



 

 

【町長】 

 

通告順 ８ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
マイナンバーカードは町民を幸せにするのか 

質問 

内容 

  

マイナンバーカード自体の申請に期限はないが、マイナポイント付与対象

となる申請期限が１２月末に迫り、最大２万円分のポイントがもらえるとの

宣伝文句が有名タレントの出演するＣＭで流される中、交付率はようやく５

割を超えたあたりで沼田町においても同様の状況にある。法律的には取得は

任意であるはずが、健康保険証を廃してマイナカードに統合するなど半ば強

制的な動きも生じている。医療現場からは業務負担が増えただけで紙の保険

証でも何の不自由もないのにと言う声が上がっている。 

 町においてもこの間再三に渡り広報チラシなどでカードの取得を促して

おり、イベント会場などでも申請窓口を特設するなどの取組をしてきた。町

民からは何度も勧められるのでいろいろ不安もあるけれど申し込んでしま

ったという声も聞かれる。 

 マイナンバーカード取得キャンペーンに莫大な予算を使ってようやく国

民の半分を超えたところであり、この財源を現在の異常な物価高騰対策や生

活支援に回せばどれだけ多くの国民に喜ばれたのかと想像すると、なぜ今こ

れほど必死になってマイナンバーカードを推進するのか非常に疑問を感じ

る。２万円を払ってでも国民にカードを持たせたい真の意図は国民の利便性

ではなく企業による個人情報の利活用にあるとも言われている。この状況は

町民だけでなく町職員にとっても幸せなことだと言えるのか。 

 誰１人取り残さない、すべての町民の幸せを目指すのが町政であるなら

ば、国の言うままに進めることが良いのか町長の見解を聞きたい。 



マイナ保険証導入後の医療現場の実態 
 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン資格確認医療機関の４割で不具合 

 

 

 

紙の保険証の方が便利？ 
 

病院の受付はスムーズになるのか？ 

受付のカードリーダーが１台しかない診療所も多く、患者自身

が受付の都度顔認証もしくは暗証番号による操作が求められ

る。若者でも操作に２～３分かかり、機器に不慣れな単身高齢

者は補助が必要。むしろ受付業務が煩雑になり混乱する。 

治療歴がすぐわかって安心？ 

閲覧できる医療情報データは医療機関が毎月保険請求するレ

セプト情報を元にしており、更新されるデータは最速でも２カ

月前のもので実際の診療には役に立たない。 

・開業医など約１１万人が加盟する全国保険医団体連合会(保団連)アンケートより 

 １１月現在、顔認証付きカードリーダーを導入している医療機関・薬局の４割において、カードリーダーが起動しない事象が発生して

いる。大規模なエラーが出れば、医療現場は対処できずにパニックになる（本並省吾事務局次長）。紙の保険証廃止後にエラーが起きれ

ば患者に窓口で負担をお願いすることもあり得る。 

 根幹システムのぜい弱性。業者の人材不足が原因。 

●読み取り機に毎回並ばなければならない 

 （紙の保険証なら月に１回で並ぶ必要も無い） 

●顔認証以外は暗証番号忘れたら受付できない 

 （３回間違えると使えなくなる） 

●５年ごとに内部の電子証明書交換が必要 

●１０年ごとにカード自体を交換（18 歳未満は５年） 

 （手続きに１０日程度かかる） 

 

●無くしたら再発行に１カ月必要 

●他人が使うことができない＝認知症患者はどうするのか 

●在宅医療、訪問看護はどうするのか 

 

問題点が山積！ 

北海道社会保障推進協議会の提供資料より作成 



 

 

【教育長】 

 

通告順 ９ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
高穂スキー場の活用 

質問 

内容 

  

 高穂スキー場を教育にどの様に活用するのか？ 

 沼田町の子供、小学生、中学生、そして認定こども園の子供達が全員冬の

スポーツが出来る町にすべきと思うがどの様に考えているのか伺いたい。 

 

 １．スキーレンタルの補助について 

 ２．スキー教室の補助について 

 ３．スキー場への送迎バスの運行について 


